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Ⅱ－1小学部の実践

1はじめに

（1）小学部で目指す姿

昨年度の研究では、低学年の目指す姿を「自分の好きなことや得意なことを見つけ、主体的に

楽しく活動する児童｣、高学年の目指す姿を「自分の役害'lを知り、その役割を主体的に果たそうと

する児童」とし、小学部段階のキャリア発達を促す授業づくりに取り組んだ。実践は、低学年は

遊びの指導「シャボン玉遊びをしよう」、高学年は生活単元学習「お店やさんをしよう」の単元を

通して行った。

成果として、小学部段階のキャリア発達を促すための教師の支援や環境設定、活動内容の在り

方についての学びを深めることができた。また、平成20～24年度の学校研究で得た“児童の目に

見える行動の変化だけでなく、その行動の変化から推察できる児童の内面の変化を捉えていくこ

とが重要である”という成果を活かすことができた。児童の内面の変化を捉え、それらを考慮し

ながら教師の支援や環境設定、活動内容の在り方を改善していく。そうすることで、児童のキャ

リア発達がより促されることを実践を通して実感できたことは大きな成果であった。

課題としては、高学年の目指す姿について“役割”に限定せずに広がりを持たせることで、児

童のキャリア発達をより豊かに捉え、促していくことができるのではないかということがあげら

れた。

本年度の研究では、前述した昨年度の課題を踏まえて、小学部の目指す姿について再検討を行

った。検討していく中で、小学部段階のキャリア発達支援において大切にしたいこととして、児

童の“自分への気づき”というキーワードを取り上げ、目指す姿を「自分の好きなことや得意な

ことに気づき、主体的に楽しく活動する児童」として低学年、高学年ともに研究に取り組むこと

とした。小学部のキャリア発達において大切なことの一つは、物事に取り組む姿勢の土台を築く

ことである。この時期に、自分の好きなことや得意なことに気づき、主体的に楽しく活動する経

験は、児童のキャリア発達において、以下のような物事に取り組む姿勢の土台を築くことに繋が

ると考える。

①好きなものや得意なものを手がかりにして活動を広げようとする姿勢

②様々な経験をもとに、好きなもの得意なものを模索しようとする姿勢

③自らやってみよう、伝えてみようなど何事にも前向きに取り組もうとする姿勢

実践については、昨年度に続いて低学年は遊びの指導、高学年は生活単元学習で行うこととし

た｡昨年度の課題を踏まえて､児童の内面を教師がどのような視点で推察したのかを表にまとめ、

その方法について整理し、明らかにしていきたい。また児童のキャリア発達を促す授業づくりで

大切にしたいことについても、昨年度の研究で得られた以下の4つの視点をもとに整理していき

たい。

①子どもの思いや希望を受け止める

②学習活動に子どもの願いや希望を取り込むとともに、子どもの強みを活動に生かす

③学習の目標と、学習することの意味や意義を子どもに伝えることを大切にする

④子ども自身や子ども同士、教師と一緒に活動の振り返りをする
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き、人との繋がりを広げていく上での基礎となるものであろう。

最後に、本単元を通して、A子は見立て遊びを楽しんでいた。A子の見立て遊びは、自分の経

験をもとにしたものであった。自分の生活そのものと、遊びの場面が繋がることで、A子は遊び

の世界を広げていった。これらはA子が自分で選択し、工夫し、生活を豊かにしていこうとする

スキルや姿勢に繋がっていく経験であったと考える。

イ．単元設定および授業の展開について

本単元を通して、A子のキャリア発達を促すために大切にした単元設定や授業の展開について

考察をしたい。有効であった主な支援としては、以下のことがあげられる。

①A子の思いを教師が受け止めながら授業を展開したこと

②A子が友だちや教師と楽しく関わる経験を積めるよう、一緒に遊んだり、仲介役をしたりした

こと

③単元設定や授業内容の選定の際に、A子の関心の高いもの（水遊び・料理）を取り入れたこと

特に、人と関わることが好きなA子にとって①、②の支援はこれからもA子が安心して自己主

張をしたり、活動したりする上で大きな役割を果たすものであろう。A子が、友だちや教師をモ

デルとして経験を広げること、喜びや楽しさを共有することで人との関わりを広げたり深めたり

すること。小学部段階においてこのような経験をこれからも積み重ねていくことが、A子のキャ

リア発達をより促していくことになるであろうと考える。
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本単元で取り上げた「うきうきデーに行こう！～紙すきではがきを作ろう～」は、電車に乗っ

て石川県南部にある加賀市に行き、紙すき体験をするものである。体験学習として紙すきを取り

上げたのは、活動の手順が分かりやすく、やり直しが出来ることから児童にとって取組みやすい

と考えたからである。また、本校中学部の作業学習でも紙すきを行っており、高学年の児童にと

っては中学部につながる体験になると考えた。事前学習の学びを生かして、当日成功する体験を

積むことを期待したい。

校外学習の単元では、初めて取り組む活動に対し見通しを持って取組めるよう「事前学習・実

践・事後学習」という流れで行う。

事前学習では、児童が実際に利用する乗り物や施設の画像を使用したスライドを使って活動日

程の確認を行い、ワークシートに体験のめあてを立てて発表する。そして、児童が実際に触れて、

素材の感触を肌で感じながら形の変化を間近で楽しめるよう、実際の紙すき体験に近い模擬体験

を行う。事前学習を通して、児童の活動への期待感や安心感を高めたい。

体験当日は、「見る、聞く」だけではなく、実際に素材の変化に応じ、指差しや声かけを行いな

がら活動することで、形が変わる様子や仕上がりに近づく過程に気づけるよう指導していく。体

験後すぐに、出来上がったはがきをみんなで見て、それぞれの作品の違いや良いところを認め合

い、達成感を感じられるよう支援したい。

事後指導では、当日の写真をスライドショーにまとめ、活動をひとまとまりとして振り返るこ

とができるようにする。さらに、項目別に分けたワークシートに活動の様子を記述し、発表する。

みんなの前で自分の思いを表現する場を設け、「伝える」「話を聞く」「友達の思いを認め合う」こ

とを学べるよう支援したい。また、思い出を整理する「アルバム作り」を行い、活動の定着をね

らいたい。

（3）単元の目標

･興味をもって紙すき体験をしたり、公共交通機関を利用したりする【関心・意欲・態度】

･体験したいことや振り返りについての自分の思いを発表する【思考・判断・表現】

・自分のしたい活動内容や食べ物を選ぶ【思考・判断・表現】

･見通しを持ち活動に参加する【知識・理解】【技能】

･行先の切符を買ったり、マナーを守って公共交通機関を利用したりする【知識・理解】【技能】

（4）単元計画総時間

第一次うきうきデーの活動内容を知ろう（スライド）

（事前学習）紙すきの練習をしよう（模擬体験）

活動の確認をしよう(DVD視聴と昼食選び）

第二次紙すきではがきを作ろう（実践）

第三次振り返りをしよう①（ワークシート記入、発表）

振り返りをしよう②（思い出を整理しようアルバム作り）

時
時
時
時
時
時
時

５
２
２
３
６
１
１

１

（5）学習活動の様子

①対象児童G男小学部5年

－34－









化を感じられるように成長したことが分かる。この「自分の思いを伝える経験」や「周囲への気

付きによる変化」は、他者とのコミュニケーション能力を高め、また新しい人間関係の構築を行

う基盤としてG男の力となっていくと考える。

イ．単元設定および授業の展開について

今年度、校外学習の単元で繰り返し行った「事前学習・実践・事後学習」の流れはG男にとっ

て非常に有効であった。中でも、①事前指導での本番に近い模擬体験、②事前・事後学習での発

表活動は、G男の中で大きな自信を持つ場となったと言える。そして、「聞く、伝える」機会を通

してコミュニケーション能力を高める力を育てられたのではないかと考える。年間を通じて「キ

ャリア発達を促す教師の関わり」として大切にした4つの項目（33ページ参照）を盛り込んだ活

動は、G男の「人間関係の構築」「コミュニケーション能力の基礎」「仲間意識」を養うことに大

きく関わったと考える。
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なっていくと考える。

④子ども自身や子ども同士、教師と一緒に活動の振り返りをする

低学年では、児童が活動の中で感じている嬉しい気持ちや楽しい思い、驚きや悔しい気持ちな

ど、様々な場面でその時々に感じている思いを教師が読み取り共感していくことが、活動の振り

返りにつながっていくと考える。そしてその行為の積み重ねが、児童に様々な経験をもとに、好

きなもの、得意なものを模索していく姿につながっていくのではないかと期待できる。

高学年では、事後学習で活動の振り返りとして、校外学習当日の写真をスライドショーにして

見ている。これにより、児童は当日に体験した一つ一つの活動を一連の活動として理解し、振り

返りやすくなる。振り返りでは、「たのしかった」「おもしろかった」ということばがよく返って

くる。その時に教師は、さらに児童に対して具体的に何が楽しかったのか、面白かったのかを間

うて確認していく。そのことを繰り返し行っていくことで、児童自身が経験したことの意味や意

義に気づいていくのではないかと考える。

また、事後学習の際に振り返りシートを児童が書いて、クラスの児童の前で発表する時間があ

る。一人一人が発表する時に、教師はその児童の良かったところ、頑張っていたことを伝えるよ

うにしている。そのことで、友だちの良さに気づき、今までの友達に対する認識を更新して、関

わり方が変化していった。教師に認められたい、褒められたいという思いから、友だちの良いと

ころを真似するようになるという良循環が見られた。

子ども自身や子ども同士、教師と一緒に活動の振り返りをすることは、児童にとって他者理解

の機会であり、他者理解を通して自分を知ることにもつながっていると言える。

（2）遊びの指導、生活単元学習を通してキャリア発達を促すために大切なこと

今年度、低学年では遊びの指導、高学年では生活単元学習での実践を通して児童のキャリア発

達を促すことができたといえる。そこで次年度もその2つの学習を軸としさらに実践を深めて行

きたい。そこで、この2つの学習を行ううえでキャリア発達を促すために大切だと考えられるこ

とを以下に示す。

【低学年の遊びの指導】

時間割では現行通り毎日同じ時間帯で行うようにし、児童に見通しを持って主体的に活動でき

る時間を保障していく。

また最も大切なことは、児童の思いを受け止め肯定的に関わっていく教師の姿勢と、児童が好

きなことや得意なことに気づけるように、安心して思う存分遊べる環境設定や時間を保障してい

くことである。そして遊びの楽しさに気づくように、教師が児童と一緒に遊び、児童の好きなこ

とや興味あることを遊びに取り入れて楽しく遊ぶことである。さらに友だちの面白い遊びに気づ

き、その面白さを共有することができるように、教師が児童同士をつなぐ、役割を果たすことが大

切であると考える。それらのことが物と向き合って自分なりに考えてやってみようと思って体験

することになり、主体的に楽しく活動することにつながっていくと考えられる。

【高学年の生活単元学習】

生活単元学習で今後とも大切にしたいことは、今年度行った「事前学習」「実践及び体験活動」

「事後学習」という流れを児童にとってわかる状況、できる状況にしていくこと、そして実践及

び体験活動では、活動を分担して行う機会があるので、その時は児童がしたい活動を選ぶ機会を

設けることである。自己選択の機会と、選んだ活動を行った後、振り返って意味づけしたり価値
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づけしたりするために、教師や友だちとともに振り返る時間を十分にとることが大切である。振

り返る時には、できたことを褒めると同様、やろうと努力していた姿も教師は認め肯定的に評価

をすることが大切になってくる。教師や友だちに褒められたり認められたりする経験を積むこと

は児童にとって自信につながり、次の活動への意欲につながっていくと考えられる。

今年度の研究を通して、低学年の遊びの指導と高学年の生活単元学習のつながりの一端が見え

てきた。高学年の生活単元学習では、したい活動を選ぶ時間がある。自己選択ができるためには、

自分は何が好きで何が得意なのか知っていることが大切になる。そこで、低学年の遊びの指導で

自分の好きなことや得意なことを見つけることが、高学年の生活単元学習やその他の活動の場面

で自己選択をより自覚的に行うことになり、そのことが主体的、意欲的に活動することにつなが

っていくと考えられる。

また低学年の遊びの指導の時間で、好きな活動を通して達成感や充実感をより多く味わう経験

をすることで自信につながり、次への意欲にもつながる。そのことが高学年の生活単元学習で初

めての活動を行う際にも、できる状況、わかる状況の中で、「やってみよう」という思いにつなが

っていくのではないかと考える。

今後の課題として、児童は思っていることをうまく表現することが難しいことが多い。教師も

児童の思いをより妥当に推察することに困難さを感じている。そこで児童が思っていることを伝

わるように表現したり、教師が妥当に推察したりするために必要な手立てや方法について検討し

ていきたい。

参考文献

1．文部科学省国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2009）「自分に気付き、未来を築く

キャリア教育」－小学校におけるキャリア教育推進のために－

2．幼稚園教育要領

3．渡辺三枝子・鹿嶋研之介・若松養亮(2010)学校教育とキャリア教育の創造学文社

4．菊地一文(2013)実践キャリア教育の教科書特別支援教育をキャリア発達の視点で捉えなおす

学研教育出版

5．本校研究紀要平成26年度

－42－


